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脾臟 卜含 水炭 素新 陳代謝　 第 六回報告

墨汁及 ビToluylendiaminノ 葡萄糖或 ハAdrenalin

注 入時 ノ血糖價 ニ及 ボス影響 ニ就 テ

岡山醫 科大 學柿 沼 内科敎 室

野 間 新

第 一 章　 緒 言

余1)ハ曩 ニ正 常家 兎 ニ テ, Elektrargolヲ 用 ヒ テ網 状 内被 細胞 組織 ノ所 謂Blockierung

ヲナ セバ,葡 萄糖 過血糖 ハ然 ラザル 時 ニ比 シテ著 明且 永續 シ,此 現 象 ハ脾 臟 剔 出 ニ ヨ

リテ增 強 サ レ, Elektrargolノ 併 用 ニ ヨ リ テ一層增 強 サ レ,尿 糖排 出 ノ状 モ亦 之 ニ並行

シ,更 ニ肝臟 糖原 生成 ハ之 ニ反 シ, Elektrargolノ 併用 ハ葡 萄糖 原 生成 ヲ障 碍 シ,脾 臟

剔 出 モ大 イ ニ之 ヲ障碍 スル モ,剔 出後 日 ヲ閲 スル ニ從 テ,前 記 成績 ハ剔 出前 ノ ソ レニ

近似 スル ヲ見 タ リ.尚 ホ飢餓(4日)家 兎 ニ就 キ,上 述實 驗 ヲ反 復 セル ガ,血 糖 曲線,尿

糖 排 出状 態,肝 臟 糖 原 ル模 樣 ハ,正 常家 兎 ト大 イニ趣 キ ヲ異 ニ シ,而 シテElektrargol

注 入 ニ テハ殆 ド全 ク影 影 サ レズ,脾 臟 剔出 ニ ヨ リテ極 メテ微 ニ影 響 サル ル ヲ見,之 ヲ

前後3囘 ニ亙 テ公 表 セ リ.

之 ト時 ヲ同 ジク シ,尼 子,岩 澤,岡 本2)三 氏 モ亦 犬 ニ於 テ脾 臟 剔 出 前後填 塞 試驗 ヲ

行 ヒ,肝 臟 葡 萄糖原 生成 障碍 ヲ證明 セ リ ト云 フ.之 ヨ リ先 綱 状 内被細 胞 ノBlockierung

就 中墨 汁 注 入 ノ血 糖 曲線 ニ及 ボ ス影響 ニ至 テハ,加 藤3),伊 藤4),大 村5)氏 等 ノ實 驗 ア

リ.之 等 三氏 ノ成 績 ニ一致 ヲ缺 ク點 ア リ.

即チ加藤氏ハ墨汁ハ網状内被細胞ノBlockierungノ 目的 ヲ達シ,血 糖曲線ニ著明ナル影響 ヲ與 フルヲ見タリト

云 フ.同 氏ハ墨汁20ccヲ 家兎ニ注入シテ後,葡 萄糖液ヲ靜脈内ニ注入スル時 ハ,夫 レニヨリテ起ル過血糖 ノ程度

ハ,對 照ニ比 シテ遙 ニ強ク,又 單 ニ通常家兎 ニ墨汁ノミヲ注入スル時ハ,初 メ血糖上昇シ.次 デ墨汁ノ網状内被

細胞 ニ沈着スル頃ヨリ血糖 下降 スト.茲 ニ於テ氏 ハ墨汁注入後,6時 間 ヲ經 タル時,即 チ墨汁顆粒ノ未 ダ肝細胞

ニ沈着セザル間ニ行 ヒタルモノニシテ,肝 細胞 ル機能障碍ル爲メニ非 ズシテ.網 状内被細胞ノ機能減弱ガ原因ナ

リト云ヘリ.

伊藤氏ハ加藤氏 ト同樣 ノ實驗 ヲナシ,墨 汁注入ヘ場合ハ,初 メ4乃 至5時 間 ニシテ,血 糖高マリ, 6時 間後ニ

ハ平常ニ復スルモ,墨 汁注入後,葡 萄糖液注入時ニハ對照 ト差異ナキヲ報ゼリ.

大村氏モ亦墨汁 ハ葡萄糖ノ經ロ的投與及ビ靜脈内注 入ニヨ 血糖曲線 ニ影響 ヲ與ヘズ ト云ヒ,氏 ハ糖液ハ蛋白

體 ニ比シテ其分子小サク,一 般血管内被 ヲ透過シテ組織液ニモ移行スルモノニシテ,單 ニ血行ニ面 セル網状内被

細胞組織ノミノ機能ヲ障碍スルモ,注 入糖ル血行中ヨリ消失スル全體ノ機轉ニ關シテハ,差 異ヲ生セザルモノナ
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ラント思惟セリ.

尚 ホ榮養が含水炭素新陳 代謝ニ大 ナル關係ヲ有スルコトハ,多 數諸家 ノ認 ムル所ナレドモ,又 之 ニ反スル者無

キニ非ズ(Bang氏).併 シ脾臟機能ニ及ボス飢餓ノ影響ニ至 テハ未 ダ嘗テ論 ジタル者無シ.

茲 ニ於 テ余 ハ上 述 墨 汁 ハ 果 シ テ葡 萄 糖 過 血 糖 ヲ增 強 セ シ ムル ヤ否 ヤ,更 ニToluylen

diaminヲ 用 ヒ,葡 萄糖 ノ外, Adrenalin 血 糖 曲 線 ニ及 ボ ス影 響 如 何 ヲ究 メ,尚 ホ之 等

試 驗 ヲ正 常 竝 飢 餓 家 兎 ニ於 テ,脾 臟 剔 出 前 及 ビ後 各 時 期 ニ於 テ反 覆 セ リ.

第 二 章　 供 試 材 料 ト實 驗 方 法

供 試 材 料:動 物 ハ脾 臟 剔 出前 後 各時 期 ニ於 ケ ル,正 常及 ビ4日 間 飢 餓 家兎 ヲ選 ブ コ ト.以 前 ト異 ナ ル所 ナ シ.

本 實 瞼 ハ種 々 ナ ル試 驗 ヲ ナス ヲ要 シ,連 續 的 實驗 困 難 ニ シテ,別 種 ノ家 兎 ニ就 キテ施行 セ リ.但 シ一度 使 用 セ

ル家 兎 モ他 ノ試驗 條 件 ニ適 スル モ ノハ,之 ヲ使 用 シ タ ル コ ト屡 々 ナ レ ドモ,家 兎 番 號 ヲ記 憶 ス ルノ煩 ニ堪 ヘ ズ,

何 レモ皆別 種家 兎 ト シテ取 扱 ヘ リ.

而 シ テ注 射 ニ用 ヒ シ墨 汁 ハ自 ヲ之 ヲ作 レコ ト次 述 ノ如 シ.元 來 各 自使 用 ノ墨 汁 モ或 ハ辻 氏 法 モ 決 シ テ其 濃 度 一

定 セ リ ト云 ヒ難 ク,余 ハ常 ニ淸 洗 セル赤 間 石製 硯 ニ生 理 的 食 鹽 水5ccヲ 入 レ,良 質 ノ唐 墨 ニ テ, 5分 間 而 モ常 ニ

同 力,同 速 度 ニ テ研 磨 シ,其 濾 液 ヲ滅 菌 使 用 セ リ.

Toluylendiaminハ 用 ニ臨 ンデ, 5%水 溶 液 ト ナ シ,葡 萄糖 溶液 ハ常 ニMerck製 葡 萄 糖 ヨ リ50g/dl溶 液 ヲ作 ル

コ ト,既 述 ノ如 ク, Adrenalinハ 三 共 發 賣 ノ千倍 鹽 化Adrenalinヲ 用 ヒ タ リ.

實驗 方 法:墨 汁 及 ビ葡 萄 陪(1.0g. pro kg)ハ 一側 ノ耳靜 脈 ニ,其 速度 ハ,甲 ハ1分 間 ニ,乙 ハ2-3秒 間 ニ注入

シ, Toluylendiamin (0.02g. pro kg)及 ビAdrenalin (0.5cc pro kg)ハ 背 部 皮 下 ニ注 射 シ,墨 汁 又 ハToluylendiamin

注入 前及 ビ葡 萄 糖 注入 後, 1/4, 1/2, 3/4, 1, 11/2, 2, 3, 4 Adrenalin注 入 後 ハ1, 2, 3, 4, 5, 6ノ 各 時 間 ニ 他側 ノ耳靜

脈 ヨ リ採血, Bang氏 新 法 ニ ヨ リ血 糖 測定 ヲ ナセ リ.

第 三 章　 實 驗 成 績

(Ⅰ) 墨 汁 注 入 ハ果 シ テ葡 萄 糖 過 血糖 曲 線 ヲ著 明 且 永 續 セ シ ムル ヤ否 ヤ?

A. 墨 汁 又 ハToluylendiaminノ ミ ノ注 射 ハ血 糖 ニ影 響 ヲ及 ボ ス ヤ?

此際余ハ墨汁ハ10cc (pro kg)ヲ 耳靜脈内ニ, Toluyleodiaminハ 皮 下ニ注射シ,其 後4時 間迄(No. 143-145)

血糖 ヲ觀察 セリ.

之 ニ就テハ加藤氏ノ實驗ニヨレバ,墨 汁注入後1/2時間 ニ於テハ過血糖 ヲ呈 シ,多 クハ1時 間 ニ至 リ稍 々增糖ス

ルモ, 3-5時 間 ニ及 ビ低 下シ, 24時 間 ニシテ,甚 ダシク沈降スルガ如 シ. Toluylendiaminハ1時 間ニシテ最高

潮ニ達 シ,後 漸次下降, 6時 間 ニテハ略ボ注入前ノ血糖置ニ近似スルモ尚ホ過血糖 ヲ呈ス.

伊藤氏ノ實驗 ヲ見ルモ,墨 汁 ノ時,初 メ4-5時 間輕度ノ過血糖 ヲ見 ルモ, 6時 間 ニ至 レバ注入前ノ値ニ復ス.

併 シ之ハ正常家兎 ニ就 キテナルモ,飢 餓家兎ニテハ殆 ド其差 ナキガ如シ.

元來血糖測定 ニテ最モ廣 ク用 ヒヲルルハ, Bang氏 注 ナルモ,本 法 ト雖 モ,往 々10%以 内 ノ實驗的誤差ヲ來 ス

コトアリ.從 テ家兎 ノ空腹時血糖 ヲ論 ズルニ當 リ, 0.01%ノ 差 ハ何等 ノ價値 ナク, 0.02%ノ 差 アリテ血糖變化セ

リト云フヲ得ベシ.
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余 ノ例 ニ於 テNo. 143ハ 初 メ輕度 ノ過 血糖 ヲ起 シタル ガ如 キモ, 4時 間 後 ニ ハ復 奮

シ,爾 他 ノ家 兎 ニテハ差異 ヲ認 メズ. Toluylendiaminニ テ ハ寧 ロ輕 度 ノ血糖 降 下 ヲ認

メタ リ.

B. 墨汁 ハ何ccヲ 用 フ レバ 目的 ヲ達 スベ キカ?

先 ヅ墨 汁5cc (pro kg)ヲ 注 入 シ, 1/2時 間 ヲ經 テ葡萄 糖 注 入 ヲ ナ セ ル ニ,血 糖 曲 腺 ハ單 ニ葡 萄 糖 注 入 ノ ミニ ヨ ル

夫 レニ比 シテ,輕 度 ノ增 強 ヲ呈 シ タ ル家 兎(No. 5)ア ル モ,多 數 ノ家 兎 ニ著 變 ヲ見 ズ.然 ル ニ墨 汁10ccヲ 以 テ ス

レバ,著 明 ノ影 響 ヲ見 タ リ(No. 8-15).以 下 余 ハ常 ニ此 量 ヲ使 用 セ リ.

C. 墨 汁, Toluylendiamin注 入 ト葡 萄糖 注 入 トノ間隔 及 ビ墨 汁 連續 的 注入 ル葡 萄糖

過 血糖 曲線 ニ及 ボス影響:

余 ハ別 種 及 ビ同 一 家 兎 ニ テ(No. 16-20)墨 汁注 入 後1/2, 4, 24時 間 ノ各間 隔 ヲ置 イ テ葡 萄 糖 ヲ注入 セ シ ニ, 1/2

時 間 ヲ以 テス ル ガ最 強 ニ シ テ,其 他 ノ間 隔 ヲ以 テ ス ル時 ハ,其 影 響 著 明 ナ ヲ ズ.又 墨 汁 ノ2-4囘 連 續 的 注 入 ヲ ナ

シ,葡 萄 糖 注 入 ヲ ナ セ ルニ,其 影 響 ハ著 明 ナ ヲザ ル カ,却 テ不 明 瞭 トナ ル コ トア リ.尚 ホToluylendiaminモ1及

ビ4時 間 ノ間 隔 ヲ以 テ葡 萄糖 過 血糖 ヲ觀 察 セ ル ニ,前 者(No. 21-23)ハ 後 者(No. 146-148)ヨ リモ遙 ニ大 ナ ル

ヲ認 メ タ リ

元 來Blockierungト ハ 既 ニ記 載 セ ル ガ如 ク,其 確 證 ハ組織 學的 ニ網 伏 内被 細 胞 ニ貧 喰 セ ラ レタ ル ヲ證 明 ス ルノ外

途 ナ ク,余 ノ此 時 間 ニ用 ヒタ ル墨 汁 又 ハToluylendiaminガ 果 シ テ眞 ノBlockierungナ ルヤ 否 ヤ ハサ テ オ キ,今 茲

ニハ 之 等諸物 質 ガ血 糖 ニ及 ボ ス影 響 ヲ該 組 織 機能 ノ所 謂Blockierungニ ヨ ル モノ ト思 惟 セ ン トス ル モ ノ ナ リ.

爾 今 余 ハ墨 汁 ハ10cc (pro kg)注 入 後1/2時 間, Toluylendiamin注 入 後 ハ1時 間 ニ シ

テ,葡 萄 糖 又 ハAdrenalinヲ 注 入 シ,血 糖 定 量 ヲ ナス コ ト トセ リ.

(Ⅱ) 正 常家 兎脾 臟剔 出 前後 ノ各時 期 ニ墨 汁又 ハToluylendiaminノ 葡 萄糖 過 血糖 ニ

及 ボス影 響

A. 脾 臟剔 出前:

上 述 實驗 ニヨ リ,墨 汁10ccヲ靜 脈 内 ニ注 入 シ, 1/2時 間 ヲ經 テ,又 ハToluylendiamin

注 入後1時 間 ヲ經 テ,葡 萄 糖 注入 ヲナ シ,其 過 血糖曲 線 ヲ觀 察 セル ニNo. 8-15ノ 家

兎 ニ見 ルガ如 ク,單 ニ葡 萄糖 注 入 ニ ヨル 過 血糖 曲線No. 1-4及 ビ拙 著 岡 山醫學 會雜誌

No. 428家 兎No. 10-16ニ 比較 シテ,著 明且 永續 スル過 血糖 ヲ呈 スル ヲ知 レリ.

B. 脾 臟 剔出後:

脾臟 剔 出 後旬 日, 2週, 1箇 月 以 上 ヲ閲 シタ ル各 家 兎 ニ ツキ テ實驗 セル ガ, No. 24-

46及 ビ拙 著 岡 山醫學會 雜 誌第428號,家 兎No . 11-16ニ 於 テ見 ラル ル ガ如 ク,墨 汁

又 ハToluylendiamin注 入 ル著 明 ナル 影響 アル ヲ知 レ リ.

(Ⅲ) 飢 餓 家兎 脾臟 剔前 後 ノ各時 期 ニ墨 汁又 ハToluylendiaminノ 葡 萄 糖 過 血糖 ニ及

ボス影響
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A. 脾臟 剔出前:

正常 家兎 ニ比 シテ,飢 餓 家兎 ニ於 テハ,葡 萄糖 代謝機 能 ハ大 イ ニ障碍 セ ラルル モ,

墨 汁 又ハToluylendiamin注 入 後 ノ過 血糖 曲線 ハNo. 47-52ノ 家 兎 ニ見 ルガ如 ク,之

ヲ拙著 岡 山醫學 會雜 誌第442號,家 兎No. 86, 88, 90ニ 比較 スル ニ其 差 殆 ドナ シ.

B. 脾臟 剔 出後:

脾臟 剔 出後 ノ各 時 期 ニ於 テ墨 汁及 ビToluylendiaminノ 葡 萄 糖 過 血糖 ニ及 ボス影 響 ハ

認 メラ レズ.

(Ⅳ) 正 常家 兎脾臟 剔 出前後 ノ各 時期 ニ墨 汁 又 ハToluylendiaminノAdrenalin過 血

糖 ニ及 ボス影響

A. 脾 臟剔 出 前:

No. 70-79ノ 家 兎 ニ見ル ガ知 ク,墨 汁又 ハToluylendiaminヲ 用 フル時 ハ最 高血糖 價

ハ低 ク,且 緩徐 ニ最 高價 ニ達 シ,徐 々 ニ下 降 セ リ.

B. 脾臟剔出後:

家兎 ニ脾臟 ヲ剔 出 シ, 3-4日, 2週 間, 1箇 月 以 上 ヲ閲 シタル家兎No. 80-106ニ 就

テ,之 等 ノAdrenalin過 血糖 ニ及 ボス影 響 ヲ觀察 スル ニ,脾 臟 剔 出 ニ ヨ リテAdrenalin

過 血糖 曲線 ハ剔 出 前 ノ夫 レニ比 シテ低 ク,徐 々ニ最 高 ニ達 シ,徐 々 ニ下 降 セ リ.併 シ

剔 出 後2週 間以 上 ヲ閲 スレバ,復 タ剔 出前 ノ値 ニ近似 セ リ.

而 シテ此 際墨汁 又 ハToluylendiaminノ 影 響 ハ認 ムベ キモ,之 等 物 質注 入 ノ葡 萄 糖 過

血 糖曲線 ニ及 ボス大 ナル影響 ニ比 ス ベ クモ非 ズ.以 上少 數 ノ實 驗 例 ヨリ シテ直 チニ綱

状 内被 細胞 組織 ノAdrenalin過 血糖 機轉 中 ニ於 ケル意 義 ニ就 テハ論 議 セラ レザル モ,

一般 ニAdrenalin注 入 ニ ヨル 過血 糖状 態 ハ, Adrenalin增 加 ニ ヨ リ肝 臟糖 原 分解 作 用旺

盛 トナ リ,其 爲 メ肝 臟 内遊 離葡 萄糖 ハ,他 種 過 血糖 状 態 時 ト異 ナ リ,其 時 ノ血糖 量如

何 ニ拘 ラズ,血 中 ニ搬 出 セ ラル ル爲 メ ニ超 ル ト信 ゼ ラル ル ガ如 ク ンバ,網 状 内被細 胞

組 織 ノ機 能 失調 ハ,既 報及 ビ前章實 驗 成績 ニ ヨリ信 ゼ ラル ルガ如 ク,肝 臟 内糖 原 生成

及 ビ肝 臟 ヨ リノ葡 萄糖溢 出 ニ變 調 ヲ來 スノ ミナ ラズ,又 恐 ラク肝 臟 内糖 原 分解 状 態 ニ

モ多 少關係 ヲ有 スル モノ ニ ア ラザル ヤ ノ觀 ヲ呈 セ リ.

(Ⅴ) 飢 餓 家兎 脾臟 剔出 前 後 ノ各 時期 ニ墨 汁又 ハToluylendiaminノAdrenalin過 血

糖 ニ及 ボス影響

飢餓 家 兎 ニ於 ケルAdrenalin過 血糖 曲 線 ハ,正 常 家兎 ニ比 シテ著 シク低 ク,且 最 高

ニ達 スル ニ時 間 ヲ要 シ,極 メ テ徐 々 ニ下 降 ス.併 シ脾臟 剔 出竝 ニ墨汁 及Toluylendiamin

注 入ハ何 等 ノ影 響 ヲ及 ボサザル モノ ノ如 シ.
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第 四 章　 結 論

以 上 ノ實驗 ヨ リ余 ハ次 ノ結 論 ヲ下 サン トス.

1. 墨 汁又 ハToluylendiaminノ 注 射 ハ,正 常家兎 ニ於 テ 萄糖 過 血糖 曲線 ヲ長 ビカ

セ,又Adrenalin過 血糖 曲線 ヲ不顯 明 ナ ラ シム.而 シ テ此際 墨汁10cc (pro kg)注 入 後

1/2時 間, Toluylendiaminハ 注 入後1時 間 ニ シテ
,葡 萄糖 又 ハAdrenalinヲ 注 入 スル時

ニ,最 モ著 明 ナル影 響 ヲ及 ボス モ ノノ如 シ
.脾 臟 剔出後 一定 期 間 ハ前 記 ノ關係 一層 著

明 ニナ リ,後 漸次 剔 出前 ノ状 ニ復 ス.

2. 飢餓 家 兎 ニ テハ,飢 餓 ノタ メニ大 イ ニ含 水炭 素新 陳 代 謝 ハ障 碍 サ レ
,脾 臟 剔出

ハ葡 萄糖 過 血糖 ニ只 ダ僅 ニ, Adrenalin過 血糖 ニハ殆 ド其 影響 ナ キモ ノノ如 ク,又 墨 汁

或 ハToluylendiamin注 入 ハ脾 臟 剔 出前後 何 レノ時期 ニモ其 影響 ナ キガ如 シ.

終 リニ臨ミ,御 指導御校閲チ賜リシ柿沼敎授ニ滿腔ノ謝意ヲ表ス.(15. 7. 5.受 稿)

主 要 文 獻

1) 野 間 新,岡 山醫 學曾雜 誌No. 428.同 上No. 441.(脾 臟 ト尿糖 排 山) .同 上No. 442 .(脾 臟 ト糖 原

生 成). 2) 尼 子,岩 澤,岡 本,日 本 内 科 學會23囘 總 會演 説. 3) 加 藤 芳 治 ,日 本 内 科 學 曾雜 誌 第11卷

No. 7-11. 4) 伊 藤 幸憲,岡 山醫 學 會雜 誌No . 422. 5) 大 村幸 一 ,東 京醫 學 曾雜 誌 大 正15年1月.
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Kurze Inhaltsangabe.

Milz und Kohlehydratstoffwechsel.

Ⅵ.  Mitteilung: Uber den Einfluss von Tusche oder

 Toluylendiamin auf den Blutzuckerwert bei

 Glukose-oder Adrenalinapplikation.

Von

Dr. med. Arata Noma.

Aus der med. Universitatsklink von Prof. Kakinuma, Okayama.
Eingegangen am 5. Juli 1926.

Da die Meinungen der Autoren uber das Blutzuckerverhalten uberhaupt und auch 

uber die Einflusse auf kunstlich-hyperglykamische Reaktionen beim Gebrauche von 

Tusche oder Toluylendiamin noch nicht vollstandig einig sind, so habe ich erneut an 

normalgefutterten und an hungernden Kaninchen, vor und nach der Splenektomie, die 

Einflusse von Tusche-und auch von Toluylendiaminlosung auf die Blutzuckerkurve bei 

der Traubenzucker-oder Adrenalininjektion zur Untersuchung angenommen. Aus den 

Resultaten sind die folgenden hervorzuheben:

1. Durch die vorangegangene Tusche-oder Toluylendiamininjektion war nor

malgefutterten Kaninchen die hyperglykamische Kurve infolge der Traubenzuckerinjek
tion verstarkt und verlangert, und die Reaktion nach der Adrenalininjektion weniger 

ausgepragt, als sonst. Nach der Splenektomie kamen diese Verhaltnisse nur einige Zeit 

lang noch erheblicher zum Vorschein.

2. Bei Hungerkaninchen wurden, nur vom geringfugigen Einfluss der Splenek

tomie auf die kunstliche Hyperglykamie infolge der Traubenzuckerinjektion abgesehen,
 keine nennenswerten Veranderungen sowohl durch die Splenektomie als auch durch die 

Injektionen von Tusche oder Toluylendiamin hervorgerufen.

Also scheint das Retikuloendothelialsystem an normalgefutterten Kaninchen nicht 

nur fur die Glykogenbildung, sondern auch fur die Glykogenspaltung in der Leber eine

 gewisse, wenn auch uberhaupt untergeordncte Rolle zu spielen. (Autoreferat.)
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